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1平成29年の国外情勢

　公安調査庁は，毎年1月，その前年の公共の安全に関わる我が国内外の諸情勢を「内
外情勢の回顧と展望」に取りまとめて，発刊しております。ここにその令和2年版を
お届けします。
　4月30日，30年余り続いた平成時代が幕を閉じ，新たに令和の時代を迎えました。
今日，我が国を取り巻く内外の情勢は，日々，めまぐるしく変化し，さらに，ITを始
めとする先端技術が急速に進歩する中，令和の時代はこうした変化や進歩が生み出し
得る新たな社会不安や脅威に対し，その予兆の把握を始め，迅速かつ適切に対応して
いくことが一層求められる時代となります。
　こうした中，当庁は，公共の安全の確保を任務としており，破壊活動防止法や無差
別大量殺人行為を行った団体の規制に関する法律に基づき，オウム真理教に対する観
察処分を適正かつ厳格に実施しているほか，我が国の情報コミュニティのコアメンバー
として，国際テロ情勢，我が国周辺情勢，国内諸団体の動向など，我が国の公共の安
全に影響を及ぼし得る国内外の諸動向について情報を収集・分析し，これを政府関係
機関に適宜・適切に提供することで，政府の各種施策に貢献しております。
　平成31年／令和元年（2019年）における内外の諸情勢を見ますと，国外では，北朝
鮮の「非核化」をめぐる米朝交渉が停滞する中，北朝鮮が弾道ミサイルの発射を繰り
返しているほか，アジア諸国等世界各地で国際テロ事案が依然として続発するなど，
我が国の安全保障にとって深刻かつ重大な脅威が認められます。また，中国は，米国
との摩擦が中長期的に続く様相を見せる中，「一帯一路」構想をツールとした沿線諸国
との関係強化を進めており，我が国の外交・安全保障への影響が注目されます。一方，
国内では，オウム真理教が麻原彰晃こと松本智津夫らの死刑執行後1年が経過しても
なお危険な体質を維持しつつ，資産を増加させているほか，過激派が組織拡大を企図
して様々な活動に取り組むなど，警戒すべき動向が認められます。さらには，機密情
報の窃取等を狙うサイバー攻撃が常態化し，国家の関与が疑われる高度な攻撃も行わ
れ，我が国を取り巻く内外の情勢は，依然として厳しいと言わざるを得ません。
　また，令和2年（2020年）4月に，第14回国際連合犯罪防止刑事司法会議（京都コ
ングレス），そして，7月から9月にかけて東京オリンピック・パラリンピック競技大
会が開催されます。当庁は，世界中の注目を集めるこれらのイベントの安全開催に貢
献するべく，テロの未然防止や不審動向の早期把握に向けて，情報収集・分析態勢の
更なる強化に努めてまいります。
　近年，官民協力の重要性が一段と高まっており，公安調査庁では，今後とも国民の
皆様への情報発信に一層努めてまいります。皆様におかれましては，本資料を御活用
いただきますとともに，当庁の業務について御理解及び御支援を賜りますよう，この
場を借りて心からお願い申し上げます。

内外情勢の回顧と展望（令和2年版）の
発刊に当たって

公安調査庁長官　中川　清明
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